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筆
者
は
、
宋
朝
の
皇
帝
独
裁
体
制
は
、
皇
帝
と
い
う
バ
ラ
ン
サ
ー
の
下
に
、
文
班
科
挙
官
僚
を
含
め
た
個
性
を
異
に
す
る
複
数
の
官
僚

集
団
が
、
そ
れ
ぞ
れ
に
託
さ
れ
た
使
命
を
各
自
遂
行
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
彼
ら
の
活
動
の
総
合
さ
れ
た
効
果
の
上
に
支
持
さ
れ
た
も
の

で
あ
る
、
と
の
卑
見
を
も
っ
て
い
る
。

　
か
か
る
観
点
か
ら
、
筆
者
は
か
ね
て
武
班
官
僚
の
存
在
に
着
目
し
、
下
級
武
班
で
あ
る
三
班
使
臣
の
分
析
を
試
ぺ
ヽ
①
そ
れ
が
皇
帝
の

側
近
機
関
と
し
て
五
代
・
宋
初
に
お
い
て
中
央
集
権
化
と
皇
帝
権
の
維
持
・
強
化
に
重
要
な
役
割
を
果
し
た
こ
と
、
②
し
か
し
、
宋
の
国

内
統
一
の
過
程
で
変
質
し
、
醇
乎
た
る
側
近
官
僚
集
団
と
し
て
の
特
質
を
喪
失
し
た
こ
と
、
③
・
そ
の
一
方
で
三
班
使
臣
の
中
に
「
開
門
祗

候
」
な
る
君
側
祗
候
の
職
を
兼
帯
す
る
も
の
が
現
れ
、
新
た
な
側
近
官
僚
と
し
て
皇
帝
権
の
維
持
・
強
化
に
資
し
た
こ
と
な
ど
を
明
ら
か

に
し
た
。

　
小
論
は
、
上
述
の
如
き
観
点
に
立
っ
て
、
宋
初
に
お
け
る
三
班
組
織
の
変
質
の
過
程
で
、
開
門
祗
候
兼
帯
使
臣
と
同
様
に
独
特
な
活
動

を
見
せ
る
、
「
寄
班
祗
候
」
な
る
官
職
を
帯
び
た
三
班
使
臣
に
注
目
し
、
北
宋
朝
に
お
け
る
そ
の
実
態
の
分
析
を
通
し
て
、
彼
ら
の
担
っ

た
政
治
史
上
の
役
割
に
つ
い
て
論
及
せ
ん
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
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第
一
章
　
　
寄
　
　
班

　
　
一
　
寄
班
の
統
轄
官
庁

　
寄
班
祗
候
の
官
称
は
「
寄
値
に
祗
候
す
る
者
」
の
意
よ
り
出
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
が
、
そ
も
そ
も
寄
値
と
は
何
か
、
ま
ず
検
討
し
て
み
た
い
。

　
『
宋
会
要
輯
稿
』
　
（
以
下
『
末
会
要
』
）
職
官
三
六
、
内
侍
省
の
項
に
引
く
『
両
朝
国
史
』
に
、

　
　
内
侍
省
、
有
左
右
値
都
知
、
左
班
都
知
・
副
都
知
、
右
班
都
知
・
副
都
知
、
押
班
、
（
内
）
東
頭
供
奉
官
・
内
西
頭
供
奉
官
、
内
侍

　
　
殿
頭
、
内
侍
高
品
、
内
侍
高
値
、
内
侍
黄
門
。
都
知
以
諸
副
使
充
、
副
都
知
以
諸
司
使
副
充
、
押
班
以
内
殿
崇
班
以
上
充
。
鎖
省
事
、

　
　
然
不
備
設
。
自
供
奉
官
至
黄
門
、
一
百
八
十
人
為
定
員
。
凡
内
侍
初
補
、
日
小
黄
門
。
経
恩
遷
補
、
則
為
内
侍
黄
門
。
自
都
知
至
黄

　
　
門
、
皆
番
休
直
宿
、
或
奉
使
中
外
、
車
駕
行
幸
、
則
供
給
使
。
又
有
前
殿
祗
候
、
高
垣
内
品
、
祗
候
内
品
、
後
苑
内
品
。
其
掌
与
黄

　
　
門
以
上
同
。
凡
以
罪
出
者
、
降
為
瀧
掃
院
子
、
今
北
班
内
品
・
敷
内
品
是
也
。
又
仏
参
か
宸
よ
墨
剽
マ
4
0
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氷
今
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０
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Ｏ

　
　
内
朝
、
以
㈲
乗
伝
急
詔
。
凡
天
子
巡
幸
、
則
執
乗
輿
服
御
。
其
吏
属
、
則
有
前
後
行
各
二
人
、
典
二
人
。
元
豊
改
削
、
具
載
職
官
志
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
傍
点
は
筆
者
、
以
下
同
様
）

と
あ
り
、
寄
班
と
は
内
侍
省
に
所
属
し
、
寄
班
供
奉
官
以
下
小
底
に
至
る
官
種
を
も
つ
官
職
系
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
、
こ
の
史
料

に
よ
る
と
ヽ
寄
値
以
外
に
内
東
西
頭
供
奉
官
以
下
黄
門
に
い
た
る
諸
官
お
よ
び
殿
前
祗
候
以
下
敷
内
品
に
い
た
る
諸
官
（
『
宋
史
』
職
官

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
幻

志
の
分
類
に
従
っ
て
ヽ
前
者
を
「
内
侍
値
」
、
後
者
を
「
祗
候
班
」
と
呼
ぶ
こ
と
に
す
剔
）
が
、
同
じ
く
内
侍
省
に
所
属
し
て
い
た
こ
と

が
わ
か
る
。
こ
の
内
、
殆
ど
の
官
に
「
内
品
」
の
官
称
が
付
く
祗
候
値
に
関
し
て
、
『
続
賢
治
通
鑑
長
編
』
（
以
下
『
長
編
』
）
巻
七
六
、

大
中
祥
符
四
年
一
〇
月
の
条
に
、

　
　
詔
ヽ
先
差
内
品
往
諸
州
、
勾
当
場
務
。
其
内
品
、
皆
是
克
復
広
南
、
即
選
識
字
彊
明
者
任
之
。
今
老
不
任
事
。
若
別
用
後
生
者
、
多



　
　
不
能
幹
集
。
自
今
有
内
品
長
欠
、
精
加
選
択
。
如
欠
入
、
即
改
差
使
臣
。

と
あ
り
、
そ
れ
が
旧
南
漢
の
内
宮
で
事
務
能
力
に
優
れ
た
者
を
選
抜
し
組
織
し
た
集
団
に
始
ま
り
、
本
来
、
主
と
し
て
場
・
務
の
監
当
宮
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
匈

充
当
す
る
た
め
の
要
員
で
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
な
・
こ
の
こ
と
か
ら
推
察
す
る
に
、
内
侍
省
に
属
す
る
三
つ
の
官
職
系
は
、
そ
れ
ぞ
れ

異
な
っ
た
形
成
過
程
を
も
ち
、
そ
の
特
性
に
応
じ
た
独
自
な
役
割
を
委
ね
ら
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

　
と
こ
ろ
で
、
先
の
『
両
朝
国
史
』
に
は
内
侍
省
に
つ
い
て
の
記
載
し
か
見
え
な
い
が
、
宋
朝
の
内
宮
の
組
織
は
二
省
制
を
採
用
し
て
お

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
○
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
帥

り
ヽ
内
侍
省
の
外
に
入
内
内
侍
省
が
設
け
ら
れ
て
い
だ
・
入
内
内
侍
省
の
属
官
に
つ
い
て
は
、
『
宋
史
』
職
宿
志
か
脳
ヽ
内
侍
班
と
祗
候

班
が
所
属
し
て
い
た
こ
と
が
確
認
さ
れ
る
も
の
の
、
寄
班
に
つ
い
て
は
不
明
で
あ
る
。
寄
班
に
関
す
る
記
事
は
極
め
て
少
な
い
が
、
管

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
引

見
の
限
り
に
お
い
て
検
出
し
得
た
史
料
の
中
で
、
統
轄
官
庁
絡
み
の
も
の
は
殆
ど
が
内
侍
省
で
あ
胴
ヽ
恐
ら
く
当
省
の
み
に
属
し
て
い
た

の
で
は
な
い
か
と
推
察
す
る
。

ニ
　
寄
班
の
職
掌
と
官
称

　
寄
班
が
内
宮
の
宮
属
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
設
置
の
時
期
や
そ
の
経
緯
を
詳
か
に
す
る
こ
と
は
難
し
く
、
太
宗
朝
に
は
設
け
ら
れ
て
い
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
乃

と
い
う
こ
と
を
確
認
す
る
ば
か
り
で
あ
似
・

　
内
侍
省
の
属
官
と
し
て
、
寄
班
が
い
か
な
る
職
務
を
担
当
し
た
か
と
い
う
と
、
先
掲
『
圃
朝
国
史
』
は
、
日
々
内
廷
に
詰
め
、
駅
馬
に
よ
る

緊
急
の
詔
の
伝
達
に
備
え
た
こ
と
、
ま
た
巡
幸
の
際
は
、
天
子
の
御
輿
と
御
服
を
執
守
し
た
こ
と
を
伝
え
て
い
る
。
す
な
わ
ち
職
制
上
、

寄
班
は
常
に
皇
帝
の
側
近
く
に
奉
侍
す
る
こ
と
を
不
可
欠
と
し
た
内
宮
で
あ
っ
た
と
言
え
、
『
両
朝
国
史
』
の
伝
え
る
内
侍
班
工
科
候
班

の
職
務
が
、
輪
番
の
宿
直
や
使
者
、
あ
る
い
は
行
幸
の
際
の
走
使
と
い
っ
た
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
を
勘
案
す
る
と
、
寄
班
は
職
務
の
重
要
性

と
い
う
点
に
お
い
て
、
他
の
二
者
よ
り
優
れ
て
い
た
も
の
と
考
え
る
。
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寄
班
・
内
侍
班
・
祗
候
班
は
そ
れ
ぞ
れ
内
廷
に
お
け
る
職
事
を
も
つ
点
て
、
そ
れ
自
体
、
内
宮
の
差
遣
と
い
え
る
が
、
ま
た
一
方
で
各

班
の
諸
宮
は
内
宮
の
寄
禄
宮
で
も
あ
っ
た
。
『
末
史
』
巻
一
六
九
、
職
宮
九
、
内
侍
之
叙
遷
の
項
に
よ
る
と
、
入
内
内
侍
省
・
内
侍
省
と

も
に
内
侍
班
の
下
に
祗
候
班
が
排
さ
れ
、
同
書
巻
一
六
八
、
職
宮
八
、
紹
興
以
降
合
班
之
制
・
宮
品
の
項
に
よ
る
と
、
内
侍
班
の
内
東
西

頭
供
奉
宮
・
内
侍
殿
頭
・
高
品
が
正
九
品
、
高
垣
・
黄
門
が
従
九
品
、
内
品
す
な
わ
ち
祗
候
班
が
同
じ
く
従
九
品
と
規
定
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
同
書
巻
一
七
一
、
職
宮
一
一
、
俸
禄
の
項
に
は
、
そ
の
よ
う
な
序
列
に
沿
っ
た
俸
禄
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。
因
に
、
同
じ
従
九
品

で
も
内
侍
班
末
尾
の
黄
門
と
祗
候
班
で
は
、
三
貫
と
七
百
の
差
が
あ
る
。
と
こ
ろ
で
、
寄
班
に
つ
い
て
は
内
宮
叙
遷
之
制
の
項
に
は
記
載

が
な
く
、
他
の
二
班
と
の
序
列
関
係
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
た
だ
、
『
宋
史
』
職
宮
志
の
俸
禄
の
項
に
「
寄
班
小
庭
二
千
」
、

ま
た
禄
粟
の
項
に
「
寄
班
小
底
四
石
」
と
の
規
定
が
あ
り
、
こ
の
額
は
そ
れ
ぞ
れ
前
者
が
内
侍
省
の
黄
門
、
後
者
が
入
内
内
侍
省
の
内
供

奉
宮
の
そ
れ
に
等
し
く
、
小
底
が
寄
班
末
尾
の
宮
で
あ
る
こ
と
を
考
え
合
せ
る
と
、
俸
料
等
の
点
か
ら
す
れ
ば
、
寄
班
の
地
位
は
祗
候
班
の

上
で
、
内
侍
班
と
同
等
、
若
く
は
そ
れ
以
上
と
推
察
さ
れ
る
。

　
以
上
、
寄
班
の
概
要
を
些
か
窺
っ
た
が
、
実
は
そ
も
そ
も
寄
班
と
は
如
何
な
る
意
味
か
、
と
い
う
第
一
義
的
疑
問
を
残
し
て
い
る
。
こ

の
点
を
明
ら
か
に
す
る
直
接
的
史
料
は
な
い
が
、
寄
班
が
他
班
に
比
べ
重
要
性
に
勝
り
、
俸
料
に
お
い
て
も
優
遇
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
考

え
る
と
き
、
次
の
史
料
は
寄
班
の
意
味
を
検
討
す
る
上
で
参
考
に
な
ろ
う
。
す
な
わ
ち
、
『
宋
史
』
巻
二
七
八
、
雷
有
終
伝
に
、

　
　
　
（
王
）
均
僧
号
大
蜀
、
改
元
化
順
、
署
置
宮
称
、
設
貢
挙
、
以
張
新
為
謀
主
。
新
本
名
美
、
太
原
旧
卒
、
後
為
神
衛
小
校
。
投
槍
、

　
　
言
歴
戦
陣
、
粗
習
陰
陽
、
以
焚
惑
同
居
、
故
勧
均
為
乱
。
均
実
９
埼
無
謀
。
言
言
、
宮
軍
曹
至
、
我
当
先
跳
出
迎
、
自
陣
被
脅
之
状
。
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○
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○
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Ｏ

　
　
新
聞
之
、
択
軍
中
子
弟
、
署
寄
班
、
以
防
守
均
、
令
不
与
人
接
見
。
官
軍
削
減
、
毎
射
箭
招
誘
。
及
令
均
子
弟
至
城
下
、
均
皆
不
之

　
　
知
。
得
箭
書
、
新
患
焚
之
。
自
起
至
敗
、
所
守
止
一
減
而
已
。

と
あ
り
、
王
均
の
乱
の
折
り
、
黒
幕
の
張
新
が
降
伏
の
底
意
を
懐
く
王
均
を
外
部
か
ら
隔
離
す
る
た
め
に
、
均
の
護
衛
を
名
目
に
、
車
中



の
子
弟
を
選
ん
で
、
「
寄
折
」
に
任
命
し
た
と
い
う
。
主
人
の
身
辺
近
く
に
侍
り
、
こ
れ
を
護
衛
す
る
集
団
を
寄
折
と
称
し
て
い
る
が
、

こ
の
場
合
の
「
寄
」
は
「
た
よ
る
」
　
・
　
「
た
の
み
」
の
意
と
解
さ
れ
る
。
こ
の
時
代
、
寄
班
と
い
う
語
が
か
か
る
意
味
の
一
般
名
詞
で
あ

っ
た
か
ど
う
か
に
つ
い
て
は
何
と
も
い
え
な
い
が
、
「
信
頼
す
る
」
と
い
う
意
味
で
「
寄
」
の
語
が
用
い
ら
れ
る
こ
と
が
あ
っ
た
と
い
う

事
実
か
ら
し
て
、
内
侍
省
管
下
の
寄
折
と
は
「
信
頼
を
置
く
グ
ル
ー
プ
」
の
意
で
は
な
か
ろ
う
か
と
推
考
す
る
。
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と
こ
ろ
で
、
島
田
正
郎
氏
の
高
渥
に
よ
る
と
ヽ
遼
の
御
帳
宿
の
中
に
も
寄
班
な
る
組
織
が
あ
り
ヽ
左
折
・
右
折
と
其
に
三
折
院
な
る
機

関
に
統
轄
さ
れ
て
い
た
と
い
う
。
氏
は
三
班
院
の
任
務
に
つ
い
て
「
天
子
が
諸
臣
に
会
す
る
場
合
、
側
近
で
奔
走
に
任
ず
る
の
が
、
主
な

役
で
あ
っ
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
」
と
述
べ
ら
れ
、
ま
た
寄
折
に
つ
い
て
「
単
な
る
供
奉
宿
で
は
な
く
、
同
時
に
天
子
の
警
護
を
も
任
と

し
て
い
た
と
推
測
で
き
る
」
と
指
摘
し
て
お
ら
れ
る
。
遼
の
御
帳
宿
が
「
遼
帝
の
常
の
生
活
の
場
所
た
る
宿
帳
の
官
府
の
総
称
で
、
護
衛

と
側
近
の
奉
仕
と
を
職
掌
と
す
る
と
こ
ろ
の
も
の
」
で
あ
り
、
宋
朝
の
内
侍
両
省
と
宿
衛
を
併
せ
た
如
き
も
の
で
あ
る
こ
と
を
考
え
る
と

き
、
遼
朝
三
折
院
下
の
寄
折
の
実
態
は
、
宋
朝
内
侍
省
下
の
寄
折
の
属
性
を
考
察
す
る
上
で
甚
だ
示
唆
的
で
あ
る
。

　
以
上
要
約
す
る
と
、
寄
班
と
は
内
侍
省
に
属
す
る
一
官
職
系
で
、
常
時
皇
帝
に
近
侍
し
、
緊
急
の
指
揮
の
伝
達
に
任
ず
る
な
ど
重
要
性

が
高
く
、
そ
れ
故
ま
た
捧
料
に
お
い
て
も
優
遇
さ
れ
た
。
す
な
わ
ち
、
そ
の
官
称
の
由
来
か
ら
も
窺
わ
れ
る
如
く
、
皇
帝
に
と
っ
て
、
内

侍
の
官
属
の
中
で
も
殊
に
信
頼
を
寄
せ
る
と
こ
ろ
の
官
僚
集
団
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。

　
　
　
　
　
　
第
二
章
　
寄
班
低
候

　
内
侍
省
の
寄
班
に
は
、
前
掲
『
両
朝
国
史
』
に
記
載
さ
れ
て
い
る
寄
班
供
奉
官
・
侍
禁
・
殿
直
・
奉
職
・
小
底
等
官
の
外
に
、
前
述
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
帥

如
く
「
寄
班
に
祗
候
す
る
者
」
の
意
の
寄
班
祗
候
な
る
官
が
属
し
て
い
燧
。
本
章
で
は
、
こ
の
寄
班
祗
候
に
つ
い
て
、
就
任
者
と
活
動
の

面
よ
り
分
析
を
加
え
、
そ
れ
が
も
つ
政
治
史
上
の
意
義
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。

　
　
史
　
学
　
論
　
叢
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｔ
一
一



寄
班
祗
候
考

-

就
任
者
の
特
色

Ｔ
一
二

　
寄
班
祗
候
に
関
す
る
史
料
は
極
め
て
少
な
く
、
就
任
者
の
姓
名
を
確
認
で
き
る
も
の
は
、
管
見
の
限
り
一
一
名
に
過
ぎ
な
い
。
検
討
の

便
宜
上
、
姓
名
を
挙
げ
て
お
く
と
以
下
の
如
く
で
あ
る
。
太
宗
朝
の
①
高
継
勲
②
石
谷
③
劉
文
質
④
歌
従
政
、
真
宗
朝
の
⑤
夏
守
贅
⑥
張

昭
遠
⑦
楊
崇
勲
⑧
劉
％
％
’
仁
宗
朝
の
⑨
朋
恵
廉
⑩
雷
允
E
‐
’
｛
％
朝
の
⑥
曽
観
で
あ
印
４
Ｆ
’
こ
の
者
た
ち
の
出
自
・
経
歴
を
分
析

し
、
そ
の
特
色
を
抽
出
し
て
み
た
い
。

　
先
ず
も
っ
て
指
摘
さ
れ
る
就
任
者
に
共
通
し
た
特
色
は
、
寄
班
祗
候
が
内
侍
省
管
下
の
寄
班
に
属
す
る
官
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

彼
ら
が
い
ず
れ
も
士
人
で
あ
っ
た
と
い
う
点
で
あ
る
・
　
こ
の
こ
と
は
後
に
紹
介
す
る
彼
ら
の
経
歴
を
一
見
す
れ
ば
瞭
然
で
あ
る
が
、
試
み
に
一

例
を
示
す
と
、
『
蘇
学
士
集
』
巻
一
四
、
内
園
使
連
州
刺
史
知
右
州
劉
公
墓
誌
銘
に
、
③
劉
文
質
の
寄
班
祗
候
就
任
に
つ
い
て
「
特
召
為

供
奉
官
・
寄
班
祗
候
、
入
備
宿
衛
」
と
あ
り
、
当
時
左
班
殿
直
で
あ
っ
た
劉
文
抑
が
供
奉
官
に
昇
進
し
、
武
班
の
ま
ま
寄
班
祗
候
を
兼
ね
、

内
廷
に
配
属
さ
れ
た
こ
と
が
知
ら
れ
よ
う
。

　
こ
の
様
に
寄
班
祗
候
は
内
侍
省
に
属
す
る
官
で
あ
り
な
が
ら
、
他
の
属
官
と
は
異
質
な
官
で
あ
っ
た
。
で
は
、
ど
の
様
な
背
景
を
も
つ

人
材
が
任
用
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
、
彼
ら
の
出
自
お
よ
び
寄
班
祗
候
就
任
前
の
経
歴
を
検
討
し
分
類
し
て
み
よ
う
。

＠
皇
室
の
縁
戚
（
擬
似
血
縁
関
係
も
含
む
）

　
③
劉
文
質
　
簡
穆
皇
后
の
従
心

　
⑧
劉
承
宗
　
祖
母
が
昭
憲
太
后
の
痢

⑨
胡
思
廉
　
混
成
皇
后
の
妹
四



　
彼
ら
は
皇
室
の
縁
戚
が
故
に
、
皇
帝
の
信
頼
は
甚
だ
厚
か
っ
た
。
『
宋
史
』
巻
三
二
四
、
劉
文
質
伝
に
、

　
　
　
（
劉
文
質
）
遷
西
頭
供
奉
官
・
寄
班
祗
候
。
帝
（
太
宗
）
頗
親
信
之
、
数
訪
以
外
事
。
嘗
謂
内
侍
喪
神
興
日
、
文
責
朕
之
近
親
、

　
　
又
恵
理
、
其
賜
白
金
百
斤
。

と
あ
り
、
太
宗
の
厚
い
信
頼
と
文
質
の
忠
勤
を
伝
え
て
い
る
。
と
こ
ろ
で
、
皇
帝
が
彼
ら
に
信
頼
を
寄
せ
た
背
景
に
は
、
根
本
的
に
は
同

族
と
し
て
の
近
親
感
が
潜
在
し
て
い
た
で
あ
ろ
う
が
、
直
接
的
に
は
彼
ら
の
先
代
に
対
す
る
強
い
信
頼
感
が
あ
っ
た
も
の
と
考
え
る
。

　
『
宋
史
』
巻
四
六
三
、
劉
信
句
伝
に
よ
る
と
、

　
　
　
（
劉
信
句
）
母
即
昭
憲
太
后
之
妹
也
・
：
関
宝
三
年
十
月
、
（
母
）
卒
…
封
斉
国
夫
人
…
信
句
三
歳
而
孤
、
宣
祖
憐
其
敏
慧
。
建
隆
三

　
　
年
、
起
家
、
授
供
奉
官
…
開
宝
五
年
、
遷
軍
器
庫
使
、
掌
武
徳
司
…
太
宗
即
位
…
為
武
徳
使
、
会
改
武
徳
為
皇
威
司
、
即
為
皇
威
使

　
　
・
：
太
宗
崩
、
充
修
奉
永
煕
陵
部
署
。
咸
平
初
、
拝
建
武
軍
節
度
観
察
留
後
ふ
昂
水
平
軍
府
。
契
丹
犯
辺
、
後
句
大
雄
軍
。
真
宗
北
巡
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
○
○
　
　
○
○
○
○
○
　
　
○
○
○
○
　
　
○
○
○
Ｏ
　
　
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
　
　
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
　
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ

　
　
充
駕
前
副
都
部
署
…
知
信
、
以
戚
里
致
責
、
尤
彼
親
任
。
中
外
践
歴
、
最
為
旧
故
。
雖
無
顕
赫
称
、
亦
以
循
謹
聞
千
時
。

と
あ
り
、
③
劉
承
宗
の
父
、
信
句
が
皇
室
の
戚
族
を
以
て
高
位
を
得
、
諸
帝
か
ら
も
信
任
さ
れ
、
彼
も
ま
た
忠
勤
を
以
て
応
え
た
こ
と
が

句
ら
れ
る
。
彼
が
、
太
宗
崩
御
に
際
し
、
陵
墓
造
営
の
責
任
者
に
任
ぜ
ら
れ
、
ま
た
遼
の
南
進
に
対
す
る
真
宗
の
北
巡
に
当
た
っ
て
は
、
駕
前

軍
の
副
統
兵
官
を
拝
命
し
た
事
実
は
、
両
帝
と
の
信
頼
関
係
の
強
さ
を
物
語
っ
て
い
る
と
言
え
よ
う
。
ま
た
、
③
劉
文
質
の
父
、
審
埼
に

つ
い
て
、
前
掲
『
蘇
学
士
集
』
の
劉
公
墓
誌
銘
は
、
「
太
祖
創
業
之
始
、
倚
以
機
事
、
畔
署
吊
木
関
令
、
来
復
卒
」
と
記
し
、
建
国
当
初
、

審
埼
が
機
密
に
係
る
任
務
を
委
ね
ら
れ
た
こ
と
を
伝
え
て
い
る
が
、
彼
の
信
頼
度
が
窺
わ
れ
よ
5

9
。

如
皇
帝
潜
竜
時
代
に
仕
え
た
者

　
②
石
普
　
　
父
通
、
事
太
宗
於
晋
邸
。
普
十
歳
給
事
邸
中
、
以
謹
信
見
親
。
袖
寄
班
組
敷
。

　
史
　
学
　
論
　
叢

Ｔ
ご
二



　
寄
班
祗
候
考

　
⑤
夏
守
替
　
王
（
真
宗
）
為
太
子
、
守
賛
典
工
作
事
。
及
即
位
、
授
右
侍
禁
…
遷
西
頭
供
奉
官
・
寄
荒
砥

四

。

　
⑦
楊
崇
勲
　
以
父
任
為
東
西
班
承
旨
、
事
真
宗
干
東
宮
・
：
真
宗
即
位
、
遷
右
侍
禁
、
西
頭
供
奉
官
・
寄
荒
砥

四

。

こ
の
内
、
⑤
夏
守
賛
に
つ
い
て
は
、
『
末
史
』
巻
二
九
〇
の
列
伝
に
、

て
一
四

（
父
遇
、
為
武
騎
軍
校
、
与
契
丹
戦
必
）
初
（
兄
）
守
恩
給
半
裂
王
（
真
宗
）
邸
。
王
問
其
兄
弟
、
守
恩
言
、
守
賛
四
歳
而
孤
、
日
時
王
邸
、
不
得

　
　
時
撫
養
、
心
輛
念
之
。
王
為
動
容
、
即
日
召
人
宮
。
而
憐
共
助
、
聴
就
外
舎
。
後
二
年
、
復
召
人
、
王
乳
母
斉
国
夫
人
、
砂
傅
婢
柑
視
之
。

と
あ
り
、
幼
少
よ
り
真
宗
の
襄
王
邸
に
養
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
が
、
こ
の
こ
と
は
②
石
普
が
十
歳
に
し
て
太
宗
の
晋
邸
に
仕
え

た
こ
と
と
併
せ
、
注
目
さ
れ
る
点
で
あ

心
。
ま
た
、
⑦
楊
崇
勲
に
つ
い
て
は
『
宋
史
』
の
列
伝
（
巻
二
九
〇
）
に
よ
る
と
、
「
祖
守
斌
、

事
太
祖
為
龍
捷
指
揮
使
。
父
全
美
、
事
太
宗
為
眼
前
指
揮
使
」
と
あ
り
、
太
祖
・
太
宗
に
仕
え
た
譜
代
の
禁
軍
将
校
の
家
柄
に
生
ま
れ
て

い
る
。
こ
の
様
に
潜
竜
時
代
に
お
い
て
既
に
皇
帝
と
私
的
信
頼
関
係
に
よ
っ
て
結
ば
れ
て
い
た
者
た
ち
が
、
即
位
後
の
皇
帝
に
と
っ
て
最

も
頼
り
と
す
る
臣
僚
で
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。

ハ
Ｗ
皇
帝
潜
竜
時
代
以
来
の
旧
臣
の
子

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
乃

　
①
高
継
勲
　
父
、
高
瓊
（
太
宗
…
召
置
帳
下
…
太
宗
即
位
、
擢
御
龍
直
指
揮
使
・
：
時
節
歩
軍
部
指
揮
使
・
：
殿
前
部
指
揮
蝕
）

②
石
　
普

④
歌
従
政

父
、
石
通
（
事
太
宗
於
晋

皿
）

父
、
欧
全
斌
（
属
太
宗
在
藩
邸
…
隷
帳
下
、
即
位
、
輔
車
班
承
旨
…
御
前
古
佐
馬
軍
制
部
軍
頭
、
改
馬
軍
部
軍
頭
・
：
殿

前
左
班
部
虞
候
、
馬
歩
軍
都
軍

四
）

　
潜
竜
時
代
以
来
の
旧
臣
が
即
位
後
の
皇
帝
に
と
っ
て
最
頼
の
臣
僚
で
あ
っ
た
こ
と
は
上
述
の
如
く
で
あ
る
が
、
旧
臣
の
息
子
と
皇
帝
と

の
間
に
も
、
彼
ら
を
媒
介
と
す
る
間
接
的
な
信
頼
関
係
が
潜
在
し
て
い
た
と
言
っ
て
よ
か
ろ
う
。
か
か
る
者
た
ち
は
言
わ
ば
皇
帝
親
信
官



僚
の
予
備
員
的
性
格
を
備
え
て
い
た
と
言
え
、
や
が
て
皇
帝
に
登
用
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
改
め
て
直
接
的
な
信
頼
関
係
を
結
ぶ
に
至
っ

た
も
の
と
推
察
す
る
。
『
宋
史
』
巻
二
八
九
、
高
継
勲
伝
に
、

　
　
　
（
高
継
勲
）
初
補
右
班
殿
直
、
儀
状
頑
偉
。
太
宗
見
而
異
之
、
召
問
其
家
世
、
以
慶
子
対
、
擢
寄
班
祗
候
。

と
あ
り
、
①
高
継
勲
の
素
質
に
引
か
れ
た
太
宗
が
、
彼
が
高
慶
の
息
子
で
あ
る
こ
と
を
知
り
、
寄
班
祗
候
に
登
用
し
た
こ
と
を
伝
え
て
い

る
。
彼
の
素
質
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
太
宗
の
高
慶
に
対
す
る
信
頼
の
然
ら
し
め
た
抜
擢
と
言
え
よ
う
。

　
＠
先
帝
潜
竜
時
代
以
来
の
旧
臣
の
子

　
　
⑥
張
昭
遠
　
父
、
張
凝
（
太
宗
在
藩
邸
、
聞
其
名
、
以
隷
親
衛
。
即
位
、
補
眼
前
指
揮
使
…
眼
前
部
虞

四
）

　
張
昭
遠
の
場
合
も
、
㈲
に
分
類
し
た
者
だ
ち
と
同
様
に
、
皇
室
と
の
間
に
彼
の
父
を
媒
介
と
し
た
間
接
的
な
信
頼
関
係
が
潜
在
し
て
い

た
と
考
え
て
差
し
支
え
な
か
ろ
う
。
彼
の
父
、
凝
は
大
京
の
旧
臣
で
は
あ
る
が
、
真
京
に
仕
え
て
眼
前
部
虞
候
・
寧
州
防
禦
使
ま
で
昇
っ

て
お
り
、
真
宗
の
重
臣
で
も
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
で
、
㈲
・
卯
に
分
類
さ
れ
た
者
た
ち
の
父
が
、
石
通
を
除
き
、
い
ず
れ
も
禁
軍
の
将
校
で

あ
る
点
は
、
甚
だ
興
味
深
い
。
軍
人
の
息
子
で
あ
る
だ
け
に
、
彼
ら
の
皇
帝
に
捧
げ
る
忠
誠
心
は
殊
勝
な
も
の
が
あ
っ
た
と
考
え
る
。

　
本
草
の
冒
頭
に
挙
げ
た
一
一
名
の
就
任
者
の
内
、
⑩
雷
允
中
と
⑥
曽
観
に
つ
い
て
は
出
自
お
よ
び
就
任
前
の
経
歴
を
詳
か
に
す
る
こ
と

が
で
き
な
い
。
た
だ
、
雷
允
中
に
つ
い
て
は
、
彼
が
雷
允
恭
の
弟
で
あ
る
こ
と
の
み
判
明
し
て
い

Ｊ

。
兄
、
雷
允
恭
は
内
宮
で
あ
り
、
仁
宗

の
東
宮
に
仕
え
、
後
に
は
入
内
内
侍
省
押
班
に
昇
っ

づ
。
仁
宗
の
摂
政
と
し
て
章
献
太
皇
が
国
柄
を
握
る
に
及
び
、
「
允
恭
、
勢
い
中
外

　
お
お
匈

を
横
う
」
も
の
が
あ
っ
た
と
い
う
。
雷
允
中
は
允
恭
の
弟
と
い
う
こ
と
で
、
仁
宗
の
信
頼
も
厚
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
推
測
さ
れ
る
。

　
分
析
対
象
者
が
僅
か
Ｉ
〇
名
で
は
あ
っ
た
が
、
寄
班
祗
候
就
任
者
の
出
自
・
経
歴
に
見
る
お
よ
そ
の
傾
向
は
窺
い
得
た
と
考
え
る
。
す

史
　
学
　
論
　
叢

Ｔ
一
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な
わ
ち
ヽ
彼
ら
に
共
通
し
て
言
え
る
こ
と
は
、
彼
ら
が
就
任
以
前
に
お
い
て
何
ら
か
の
縁
で
皇
帝
と
強
い
信
頼
関
係
を
有
す
る
士
人
で
あ

っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
さ
ら
に
言
う
と
、
彼
ら
の
中
に
は
、
皇
室
の
縁
戚
或
は
幼
少
よ
り
後
宮
や
王
宮
に
出
入
し
た
者
等
、
皇
帝
の

家
父
長
的
権
力
の
影
響
を
多
分
に
蒙
る
者
が
合
ま
れ
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
様
な
信
頼
関
係
も
極
め
て
私
的
要
素
の
濃
い
も
の
で
あ
っ
た
こ

と
が
窺
わ
れ
る
。
要
す
る
に
、
寄
班
祗
候
就
任
者
は
元
々
皇
帝
に
対
す
る
強
い
忠
誠
心
を
抱
懐
す
る
者
で
あ
っ
た
と
言
え
、
「
信
頼
す
る

グ
ル
ー
プ
」
の
意
と
解
さ
れ
る
寄
班
に
祗
候
せ
し
め
る
に
相
応
し
い
人
材
で
あ
っ
た
。
か
か
る
人
材
が
皇
帝
に
と
っ
て
如
何
に
有
用
で
あ

っ
た
か
は
論
ず
る
ま
で
も
な
い
。

　
　
ニ
　
活
動
の
特
色

　
寄
班
の
諸
官
が
内
侍
省
下
の
職
務
と
し
て
急
詔
の
伝
達
や
行
宰
の
随
伴
な
ど
に
任
じ
た
こ
と
は
前
述
の
如
く
で
あ
る
が
、
ま
た
一
方
で

外
廷
に
お
け
る
差
遣
に
も
充
て
ら
れ
た
。
本
節
で
は
、
そ
の
中
で
も
寄
班
祗
候
の
任
じ
た
職
務
を
検
討
し
、
そ
の
特
色
を
探
り
た
い
。

　
寄
班
祗
候
が
充
て
ら
れ
た
差
遣
や
任
務
を
伝
え
る
史
料
は
甚
だ
少
な
い
が
、
そ
の
中
に
在
っ
て
検
出
例
の
多
い
の
が
、
走
馬
承
受
公
事

の
差
遣
で
あ
る
。
『
来
史
』
巻
二
九
〇
、
夏
守
賛
伝
に
。

　
　
　
（
夏
守
賛
）
遷
西
頭
供
奉
営
・
寄
班
祗
候
。
帝
幸
大
名
、
為
駕
前
走
馬
承
受
。
康
保
裔
与
賊
戦
没
。
部
曲
畏
洙
、
声
言
保
裔
降
賊
。

　
　
密
詔
守
賛
、
往
察
之
。
守
賛
変
服
入
営
中
、
廉
問
得
状
。
還
奏
称
旨
。

と
あ
り
、
咸
平
二
年
に
遼
が
大
挙
入
冦
し
た
際
、
こ
れ
を
親
ら
阻
ま
ん
と
し
て
真
宗
が
大
名
府
に
巡
幸
し
た
が
、
こ
の
時
に
西
頭
供
奉
官

寄
班
祗
候
の
夏
守
賛
が
駕
前
走
馬
承
受
公
事
と
し
て
従
軍
し
た
こ
と
を
伝
え
て
い
る
。
走
馬
承
受
公
事
は
本
来
、
主
に
辺
境
の
軍
政
略
に
置

か
れ
、
屯
駐
禁
軍
の
辺
防
状
況
を
識
察
し
、
毎
年
こ
れ
を
上
奏
す
る
沿
辺
の
軍
事
監
察
機
関
で
あ
っ

づ
。
夏
守
賛
の
場
合
は
、
真
京
の
車

駕
を
守
護
す
る
駕
前
車
の
監
察
に
任
じ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
が
、
彼
が
極
秘
の
指
揮
を
受
け
、
最
前
職
に
お
け
る
方
面
軍
司
令

四
投
降
の

真
相
を
内
偵
す
る
た
め
に
、
変
装
し
て
該
地
に
潜
入
し
た
と
い
う
事
実
か
ら
、
本
来
の
職
務
の
外
に
、
皇
帝
の
意
向
を
帯
び
た
密
使
的
任



務
に
も
従
事
し
た
こ
と
が
窺
わ
れ
る
。
こ
の
外
の
走
馬
承
受
公
事
の
事
例
は
次
ぎ
の
如
く
で
あ
る
。

　
　
劉
文
質
　
両
所
定
馬
承
受
公
心
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
乃

　
　
夏
守
替
　
真
定
跡
走
馬
承
受
公
励

　
　
楊
崇
勲
　
雷
有
終
討
王
均
、
崇
勲
、
承
受
公
事
、
以
喪

心
。

　
　
劉
承
宗
　
鎮
定
高
陽
関
三
跡
承
受
公

四

　
と
こ
ろ
で
、
『
末
会
要
』
職
官
四
一
、
走
馬
承
受
公
事
の
項
に
、

　
　
真
宗
咸
平
五
年
八
月
五
日
、
帝
宣
諭
寄
班
使
臣
、
即
畏
避
不
敢
公
言
。
早
歳
、
雲
州
巡
検
王
承
、
境
内
傑
人
。
承
受
使
臣
、
都
不
以

　
　
聞
、
遂
決
杖
降
職
。
自
是
無
敢
隠
蔽
。
因
降
詔
戒
飾
。

と
あ
り
、
雲
州
巡
検
使
王
承
の
非
違
を
走
馬
承
受
公
事
が
報
告
し
な
か
っ
た
こ
と
が
原
因
で
、
真
宗
が
寄
班
の
使
臣
に
戒
救
を
垂
れ
た
こ

と
を
伝
え
て
い
る
。
こ
の
史
料
か
ら
す
る
と
、
走
馬
承
受
公
事
に
は
寄
班
の
使
臣
が
起
用
さ
れ
る
の
が
一
般
で
あ
っ
た
か
に
解
さ
れ
る
。

実
際
に
は
必
ず
し
も
そ
う
で
は
な
い

作
、
少
な
く
と
も
、
寄
班
の
外
廷
に
お
け
る
差
遣
と
し
て
、
走
馬
承
受
公
事
が
一
般
的
で
あ
っ
た
と

い
う
こ
と
は
言
い
得
よ
う
。
こ
こ
で
は
寄
班
の
使
臣
と
記
さ
れ
て
い
る
が
、
寄
班
の
走
馬
承
受
公
事
に
関
し
て
、
検
出
し
た
史
料
の
殆
ど

が
寄
班
祗
候
の
任
ぜ
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
考
え
る
と
、
寄
班
の
中
で
も
寄
班
祗
候
を
任
用
す
る
の
が
常
例
で
は
な
か
っ
た
か
と
推
察
す
る
。

　
こ
の
外
に
寄
班
祗
候
の
差
遣
と
し
て
は
巡
検
使
が
挙
げ
ら
れ
る
。
前
掲
の
夏
守
替
伝
に
、

　
　
　
（
夏
守
誓
）
遷
西
頭
供
奉
官
・
寄
班
祗
候
・
：
帝
幸
漕
淵
、
及
紀
両
吟
、
皆
為
現
前
巡
検
。

と
あ
り
、
真
宗
の
涜
州
・
両
吟
へ
の
行
幸
の
際
、
西
頭
供
奉
官
・
寄
班
祗
候
の
夏
守
誓
が
駕
前
巡
検
使
と
し
て
随
伴
し
た
こ
と
を
伝
え
て

い
る
・
巡
検
使
は
跡
・
州
県
の
警
察
業
務
を
掌
る
戦
車
で
あ
る
が
、
彼
の
場
合
は
、
行
幸
途
次
や
目
的
地
に
お
け
る
警
察
業
務
を
掌
っ
た

も
の
と
再
え
る
。
幼
少
よ
り
真
宗
の
王
邸
に
撫
育
さ
れ
、
長
じ
て
は
太
子
と
な
っ
た
彼
に
仕
え
た
と
い
う
経
歴
を
も
つ
夏
守
賛
が
、
真
宗
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即
位
後
、
寄
班
祗
候
に
取
り
立
て
ら
れ
、
皇
帝
を
守
護
す
る
駕
前
車
の
走
馬
承
受
公
事
や
巡
検
使
に
任
じ
た
こ
と
は
、
寄
班
祗
候
の
実
態

を
イ
メ
ー
ジ
す
る
上
で
甚
だ
示
唆
に
富
ん
で
い
る
。
巡
検
使
の
事
例
と
し
て
は
、
い
ま
一
件
、
左
班
殿
直
・
寄
班
祗
候
の
張
昭
遠
が
折
州

都
巡
検
使
に
任
ぜ
ら
れ
た
こ
と
が
指
摘
さ
れ

Ｊ

。

　
ま
た
、
『
宋
会
要
』
儀
制
四
、
導
従
の
項
に
、

　
　
　
（
真
宗
・
景
徳
）
二
年
、
詔
定
在
京
諸
司
庫
務
監
宮
・
当
直
人
数
。
諸
司
使
領
郡
者
十
二
人
、
諸
司
使
・
副
使
・
崇
班
及
朝
臣
十
人
、

　
　
開
門
祗
候
及
内
供
奉
宮
・
殿
頭
高
品
ハ
人
、
寄
班
祗
候
七
人
、
京
宮
・
供
奉
宮
・
侍
禁
・
殿
直
・
高
品
及
寄
班
奉
職
六
人
、
祗
候
内

　
　
品
・
奉
職
・
借
職
四
人
、
諸
司
庫
務
都
虞
候
三
人
、
指
揮
使
二
人
、
員
寮
一
人
。

と
あ
っ
て
、
寄
班
祗
候
が
在
京
諸
司
庫
務
の
監
当
宮
・
宿
直
宮
に
充
て
ら
れ
て
い
る
ご
と
が
知
ら
れ
る
。

　
以
上
の
如
き
通
常
の
差
遣
の
外
に
、
『
宋
史
』
巻
三
二
六
、
上
述
の
張
昭
遠
の
伝
に
、

　
　
　
（
張
昭
遠
）
擢
左
班
殿
直
・
寄
班
祗
候
。
毎
出
使
、
遠
奏
利
害
、
多
作
旨
。

と
あ
る
が
如
く
、
臨
時
の
勅
使
を
拝
命
す
る
こ
と
も
あ
っ
た
。
ま
た
、
高
宗
朝
の
曽
観
は
寄
班
祗
候
を
以
て
建
王
（
考
宗
）
の
内
知
客
に

任
じ
た
と
い

ｍ

。

　
以
上
、
寄
班
祗
候
が
充
て
ら
れ
た
差
遣
や
任
務
に
つ
い
て
些
か
検
討
し
た
が
、
注
目
さ
れ
る
点
は
沿
辺
の
軍
事
監
察
機
関
で
あ
る
走
馬

承
受
公
事
へ
の
任
用
が
多
く
見
ら
れ
（
そ
れ
も
駕
前
軍
や
複
数
路
に
跨
る
な
ど
の
資
序
の
高
い
差
遣
を
含
む
）
、
そ
れ
が
寄
班
祗
候
の
一

般
的
差
遣
で
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
推
測
さ
れ
る
こ
と
で
あ
る
。

　
遼
や
西
夏
と
の
軍
事
的
緊
張
が
高
ま
っ
て
く
る
北
末
前
半
期
に
お
い
て
、
辺
境
の
屯
駐
車
や
行
官
軍
の
辺
防
の
実
態
が
、
皇
帝
に
と
っ

て
重
大
な
関
心
事
で
あ
っ
た
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
『
続
墨
客
揮
犀
』
、
武
臣
上
級
不
得
道
為
文
飾
の
項
に
、



　
　
斎
服
中
、
河
北
大
水
、
仁
宗
憂
形
於
色
。
有
走
馬
承
受
公
事
使
臣
到
闘
。
即
時
召
対
、
問
河
北
水
災
何
如
…
。

と
あ
り
、
仁
宗
が
河
北
の
水
害
の
状
況
に
つ
い
て
、
走
馬
承
受
公
事
に
直
接
下
問
し
て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
走
馬
承
受
公
事
に
か
か

る
「
上
段
奏
事
」
が
許
さ
れ
て
い
た
と
い
う
事
実
は
、
皇
帝
が
彼
ら
の
報
告
を
重
要
視
し
て
い
た
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
。
こ
の
史
料
は

民
事
の
報
告
に
関
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
国
防
に
関
す
る
報
告
へ
の
皇
帝
の
関
心
が
如
伺
ば
か
り
か
は
、
贅
言
を
要
し
な
い
で
あ
ろ
う
。

走
馬
承
受
公
事
は
、
皇
帝
が
辺
防
状
況
を
直
接
把
握
す
る
上
で
、
非
常
に
重
要
な
職
任
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

　
こ
の
様
に
竃
馬
承
受
公
事
の
役
割
を
考
え
る
と
き
、
そ
れ
が
寄
班
祗
候
の
一
般
的
差
遣
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
は
、
寄
班
祗
候
就
任
者

の
特
色
か
ら
し
て
、
十
分
首
肯
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
皇
帝
は
彼
に
対
し
極
め
て
求
心
的
な
親
臣
を
、
国
防
上
の
要
務
で
あ

る
辺
防
状
況
の
直
接
的
把
握
の
要
に
起
用
し
た
わ
け
で
あ
る
。

　
以
上
、
寄
班
祗
候
の
活
動
の
特
色
を
瞥
見
し
た
が
、
章
を
結
ぶ
に
当
た
り
、
寄
班
祗
候
就
任
者
の
そ
の
後
の
官
歴
に
つ
い
て
、
若
干
付

言
し
よ
う
。

　
彼
ら
が
皇
帝
の
信
任
厚
い
者
た
ち
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
後
に
高
官
・
重
職
に
就
く
ケ
ー
ス
が
多
か
っ
た
。
前
節
の
冒
頭
に
掲
げ
た
就

任
者
の
内
、
横
行
に
昇
っ
た
者
に
、
高
継
勲
（
東
上
開
門
使
）
　
・
劉
承
宗
（
東
上
開
門
使
）
　
・
張
昭
遠
（
西
上
開
門
使
）
か
お
り
、
さ
ら

に
宣
徽
院
使
を
経
て
枢
密
使
に
昇
っ
た
者
に
、
夏
守
賛
（
知
枢
密
院
事
）
　
・
楊
崇
勲
（
枢
密
使
）
が
い
る
。
ま
た
、
石
谷
は
武
班
階
を
極

め
て
、
最
高
位
で
あ
る
節
度
使
（
河
西
節
度
使
）
に
就
い
て
い
る
。
と
こ
ろ
で
、
彼
ら
の
中
で
夏
守
賛
（
殿
前
都
指
揮
使
）
　
・
楊
崇
勲

　
（
殿
前
部
指
揮
使
）
　
・
高
継
勲
（
侍
西
馬
車
・
歩
軍
副
都
指
揮
使
）
　
・
張
昭
遠
（
侍
西
馬
軍
・
歩
軍
部
虞
候
）
が
禁
車
三
面
の
長
官
や
重

職
を
歴
し
て
い
る
点
は
、
寄
班
祗
候
就
任
者
の
先
代
の
多
く
が
禁
軍
畑
出
身
で
あ
っ
た
こ
と
と
併
せ
て
、
寄
班
祗
候
の
属
性
を
考
え
る
上

で
興
味
深
い
も
の
が
あ
る
。
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語

　
小
論
で
は
、
北
宋
の
史
料
に
散
見
さ
れ
る
寄
班
祗
候
に
つ
い
て
些
か
考
察
し
た
。
寄
班
祗
候
は
内
侍
省
管
下
の
寄
班
に
属
し
た
が
、
外

廷
の
士
人
が
任
ぜ
ら
れ
た
点
に
特
色
が
あ
っ
た
。
彼
ら
は
宦
官
で
は
な
か
っ
た
も
の
の
、
そ
の
出
自
・
経
歴
か
ら
し
て
皇
帝
の
家
産
官
僚

的
特
性
が
指
摘
さ
れ
、
こ
の
点
で
限
り
な
く
宦
官
に
近
い
存
在
で
あ
り
、
内
廷
に
祗
候
す
る
に
は
十
分
な
条
件
を
具
え
て
い
た
集
団
と
言

え
四
・
つ
ま
り
皇
帝
の
耳
目
爪
牙
と
し
て
機
能
す
る
素
質
を
も
っ
た
官
僚
集
団
で
あ
っ
た
。
そ
れ
故
、
北
宋
前
半
の
軍
事
的
緊
張
の
高
ま

り
を
背
景
に
ヽ
主
と
し
て
走
馬
承
受
公
事
の
差
遣
に
充
当
さ
れ
、
沿
辺
軍
政
の
監
察
、
す
な
わ
ち
皇
帝
の
耳
目
の
任
を
担
わ
さ
れ
た
の
で

あ
っ
た
・
そ
の
様
な
意
味
に
お
い
て
ヽ
寄
班
祗
候
を
兼
帯
し
た
三
班
使
臣
は
、
北
宋
に
お
け
る
皇
帝
権
の
維
持
・
強
化
に
資
し
た
官
僚
集

団
の
一
つ
で
あ
っ
た
と
意
義
付
け
る
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
る
。

註
田
　
拙
稿
「
唐
・
五
代
三
班
使
臣
考
Ｉ
宋
朝
武
垣
研
究
そ
の
…
…
Ｔ
」
　
（
『
末
代
の
社
会
と
文
化
』
汲
占
書
院
、
Ｔ
几
八
三
）
、
同
「
北
栄
三
班
使
臣
考
」

　
　
　
（
『
別
府
大
学
短
期
大
学
部
紀
要
』
第
七
号
、
一
九
八
八
）

　
帥
　
『
宋
史
』
巻
コ
八
九
、
職
官
七
、
内
侍
之
叙
遷
の
項
に
よ
る
と
、
入
内
内
侍
省
・
内
侍
省
の
属
官
を
次
の
如
く
配
列
し
て
い
る
。
入
内
内
侍
省
に

　
　
つ
い
て
は
、
ま
ず
藪
蚊
垣
と
し
て
、
下
か
ら
北
垣
内
品
・
後
苑
散
内
品
・
後
苑
後
当
車
内
品
・
後
苑
内
品
・
把
門
内
品
・
入
内
内
品
・
貼
藪
蚊
内
品
・

　
　
祗
候
小
内
品
・
祗
候
内
品
・
藪
蚊
高
班
内
品
こ
載
蚊
高
品
・
祗
候
殿
頭
を
挙
げ
、
次
い
で
内
侍
垣
と
し
て
、
下
か
ら
（
内
侍
）
黄
門
・
（
内
侍
）

　
　
高
班
・
　
（
内
侍
）
高
品
・
内
侍
殿
頭
・
内
西
頭
供
奉
官
・
内
東
頭
供
奉
官
を
挙
げ
て
い
る
。
ま
た
、
内
侍
者
に
つ
い
て
も
諸
官
を
列
挙
し
て
い
る
が
、

　
　
そ
れ
ら
の
官
種
・
序
列
は
入
内
内
侍
省
と
ほ
ぼ
同
様
で
あ
る
。
た
だ
、
祗
候
垣
に
お
い
て
、
祗
候
小
内
品
を
欠
く
外
、
末
尾
に
後
苑
散
内
品
を
配
し
、



　
そ
の
上
に
散
内
品
を
別
に
設
け
て
い
る
。

朗
　
南
漢
が
内
官
を
重
用
し
、
そ
れ
が
亡
国
の
一
原
因
と
な
っ
た
こ
と
は
、
周
知
の
如
く
で
あ
る
。
内
宮
政
治
の
実
際
を
『
資
治
通
鑑
』
巻
二
九
四
、

　
後
周
・
頚
飾
五
年
一
一
月
辛
亥
の
条
は
、

　
　
　
凡
累
臣
有
才
能
、
及
進
士
状
頭
、
或
僧
道
可
与
談
者
、
皆
先
下
蚕
室
、
然
後
得
進
。
亦
有
自
宮
以
求
進
者
。
亦
有
免
死
面
求
者
。
由
是
宦
者
近

　
　
　
二
万
人
。
貴
顕
用
事
之
人
、
大
抵
皆
宦
者
也
。
謂
士
人
為
門
外
人
、
不
得
預
事
。
卒
以
此
亡
国
。

　
と
伝
え
、
有
能
な
官
僚
や
進
士
の
状
元
、
或
は
出
家
の
有
識
者
が
、
去
勢
の
後
、
始
め
て
登
用
さ
れ
た
こ
と
な
ど
、
恐
る
べ
き
実
態
を
指
摘
し
て
い

　
る
。
こ
れ
が
事
実
と
す
る
な
ら
ば
、
南
漢
の
内
官
の
中
に
は
有
能
な
人
材
が
多
数
含
ま
れ
て
い
た
わ
け
で
、
宋
朝
に
と
っ
て
は
甚
だ
有
用
な
官
僚
集

　
団
で
あ
っ
た
と
言
え
よ
う
。

困
　
『
宋
史
』
　
（
巻
コ
八
六
、
職
宮
六
）
、
『
宋
会
要
』
　
（
職
宮
三
六
）
、
『
文
献
通
考
』
　
（
巻
五
七
、
職
宮
一
　
こ
の
内
侍
省
の
項
よ
り
、
二
古
制

　
確
立
の
過
程
を
整
理
し
て
み
る
に
、
「
内
侍
省
」
は
従
来
の
内
侍
省
内
の
内
班
院
が
、
後
に
内
侍
省
内
班
院
と
改
称
さ
れ
、
真
宗
・
景
飾
三
年
五
月

　
に
「
内
侍
省
」
と
し
て
独
立
し
た
。
一
方
「
入
内
内
侍
省
」
は
従
来
の
内
侍
省
内
の
内
中
高
品
班
院
が
、
太
宗
・
淳
化
五
年
に
人
内
内
班
院
と
改
称

　
さ
れ
、
そ
の
後
入
内
黄
門
班
院
、
内
侍
古
入
内
内
侍
班
院
と
の
改
称
を
経
て
、
景
徳
三
年
二
月
に
内
侍
省
か
ら
独
立
し
て
「
入
内
内
侍
省
」
と
な
っ

　
た
。
す
な
わ
ち
真
宗
・
景
徳
三
年
に
二
省
制
が
確
立
し
た
の
で
あ
る
。

㈲
　
『
宋
史
』
巻
コ
八
九
、
職
宮
七
、
内
侍
省
之
叙
遷
の
項

㈲
　
例
え
ば
、
『
文
献
通
考
』
巻
回
‥
）
七
、
王
礼
二
、
開
延
英
儀
の
項
に
、

　
　
　
其
長
春
殿
常
朝
、
則
内
侍
省
都
知
・
押
班
、
率
内
供
本
官
以
下
並
寄
班
等
先
起
居
。
次
閉
門
使
…
。

　
と
あ
り
、
ま
た
後
述
す
る
と
こ
ろ
の
寄
班
祗
候
に
つ
い
て
の
記
事
で
あ
る
が
、
『
宋
史
』
巻
コ
八
六
、
職
官
六
、
入
内
内
侍
省
・
内
侍
省
の
項
に
、

　
　
　
嘉
定
初
、
詔
内
侍
省
、
陳
乞
恩
例
、
親
属
允
寄
班
祗
候
、
以
十
年
為
限
。

史
　
学
　
論
　
叢

百
一
一



寄
班
祗
候
考

て
一
二

　
　
と
あ
り
、
ま
た
『
宋
会
要
』
戦
官
三
六
、
内
侍
省
の
項
に
、

　
　
　
　
（
高
宗
・
紹
興
）
九
年
六
月
二
三
日
、
詔
内
侍
省
、
寄
班
祗
候
依
元
豊
法
、
今
後
以
十
五
員
為
額
。

　
　
と
あ
る
。

印
　
第
二
章
で
触
れ
る
寄
班
祗
候
就
任
者
の
例
伝
に
見
る
彼
ら
の
経
歴
よ
り
明
ら
か
で
あ
る
。
第
二
章
を
参
照
さ
れ
た
し
。

㈲
　
島
田
正
郎
『
遼
朝
官
制
の
研
究
Ｉ
東
洋
法
史
論
集
第
一
１
』
　
（
創
文
社
、
Ｔ
几
七
八
）
第
九
章
　
御
帳
官

㈲
　
㈲
に
示
し
た
寄
班
紅
涙
に
関
す
る
『
末
史
』
と
『
末
会
要
』
の
記
事
よ
り
、
内
侍
省
管
下
に
寄
班
祗
候
が
属
し
て
い
た
こ
と
が
確
認
さ
れ
よ
う
。

　
　
と
こ
ろ
で
、
海
原
郁
氏
は
高
論
「
末
代
の
武
階
」
　
（
『
東
方
学
報
〈
京
都
〉
』
五
六
、
一
九
八
四
）
の
中
で
寄
班
祗
候
に
言
及
さ
れ
（
第
三
章

　
開
戦
）
、
「
開
門
紅
涙
の
見
習
い
と
も
い
う
べ
き
」
存
在
と
し
て
寄
班
祗
候
を
位
置
付
け
ら
れ
、
更
に
『
長
編
』
巻
九
五
、
天
槙
四
年
四
月
丁
酉
の

　
条
の
「
詔
、
寄
班
祗
候
、
自
今
、
準
三
班
使
臣
所
定
年
限
」
の
記
事
か
ら
、
「
考
課
か
ら
み
る
と
、
寄
班
祗
候
と
は
三
班
に
寄
班
し
て
い
る
祗
候
の

　
性
格
が
む
し
ろ
強
そ
う
に
思
え
る
」
　
（
注
九
八
）
と
論
じ
ら
れ
て
い
る
。
氏
は
寄
班
を
「
開
門
祗
候
も
含
め
各
武
階
の
付
け
出
し
の
よ
う
な
格
」
と

　
さ
れ
、
従
っ
て
寄
班
祗
候
を
開
門
祗
候
あ
る
い
は
三
班
使
臣
の
付
け
出
し
の
如
く
理
解
し
て
お
ら
れ
る
よ
う
だ
が
、
筆
者
と
し
て
は
前
章
に
お
け
る

　
検
討
か
ら
、
か
か
る
氏
の
見
解
に
は
首
肯
で
き
な
い
。
ま
た
、
氏
は
『
夢
梁
録
』
　
（
巻
九
）
や
『
詳
備
砕
金
』
　
（
巻
上
）
の
開
門
の
項
に
、
開
戦
の

　
請
宿
と
共
に
寄
班
官
や
寄
班
祗
候
が
併
記
さ
れ
、
開
戦
と
の
関
り
が
窺
わ
れ
る
点
を
指
摘
さ
れ
る
が
、
開
門
が
正
面
文
節
殿
（
皇
帝
の
隻
日
視
朝
の

　
御
殿
）
の
東
西
教
門
で
あ
る
こ
と
を
考
え
る
と
、
君
側
半
時
を
職
務
と
す
る
寄
班
祗
候
に
と
っ
て
開
門
は
職
場
で
あ
り
、
従
っ
て
開
門
に
詰
め
る
諸

　
官
の
Ｉ
つ
と
し
て
、
開
戦
と
共
に
列
挙
さ
れ
る
の
は
、
む
し
ろ
当
然
の
こ
と
で
は
な
か
ろ
う
か
。

�
　
彼
ら
が
寄
班
祗
候
に
任
ぜ
ら
れ
た
こ
と
は
、
⑨
胡
思
廉
と
⑩
雷
允
中
を
除
き
、
『
末
史
』
に
見
る
彼
ら
の
列
伝
よ
り
明
ら
か
で
あ
る
。
高
継
勲

　
　
（
巻
二
八
九
）
、
石
菖
（
巻
三
二
四
）
、
劉
文
質
（
巻
三
二
四
）
、
欧
従
政
（
巻
二
七
九
）
、
夏
守
賛
（
巻
二
九
〇
）
、
張
昭
遠
（
巻
三
二
六
）
、

　
楊
崇
勲
（
巻
二
九
〇
）
、
劉
承
宗
（
巻
四
六
三
）
曽
芦
（
巻
四
七
〇
）
。
ま
た
胡
思
廉
に
つ
い
て
は
、
『
長
編
』
巻
一
七
六
、
至
和
元
年
正
月
浅
子



　
の
条
、
雷
允
中
に
つ
い
て
は
、
『
長
編
』
巻
九
八
、
乾
興
元
年
六
月
庚
申
の
条
よ
り
明
ら
か
で
あ
る
。

�
　
『
宋
史
』
巻
三
二
四
、
劉
文
質
伝
に
。

　
　
　
太
宗
、
授
以
左
班
殿
直
。
遷
西
頭
供
奉
官
・
寄
折
祗
候
。

　
と
あ
り
、
劉
文
質
の
供
奉
官
に
遷
る
以
前
の
寄
禄
官
が
左
折
殿
直
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

�
　
『
宋
史
』
巻
三
二
四
、
劉
文
質
伝
。
簡
穆
皇
后
は
太
祖
・
太
宗
の
祖
母
（
翼
祖
、
趙
敬
の
妻
）
に
あ
た
る
。

�
　
『
宋
史
』
巻
四
六
三
、
劉
承
宗
伝
。
昭
憲
太
皇
は
太
祖
・
太
宗
の
母
で
あ
り
、
従
っ
て
劉
承
宗
の
父
、
知
信
は
太
祖
・
太
宗
の
い
と
こ
に
あ
た
る
。

叫
　
『
長
編
』
巻
一
七
六
、
至
和
元
年
正
月
浅
子
の
条
。
混
成
皇
后
は
、
仁
宗
の
寵
愛
極
め
て
厚
か
っ
た
貴
妃
、
張
氏
に
与
え
た
詣
で
あ
る
。

�
　
『
宋
史
』
登
二
二
四
、
劉
文
質
伝
に
「
父
審
埼
虎
牢
関
使
。
従
討
李
重
進
、
戦
死
」
と
あ
り
、
劉
審
璃
は
い
わ
ゆ
る
「
死
（
王
）
事
臣
」
で
あ
っ

　
た
・
か
か
る
殉
職
者
に
対
し
て
は
、
子
弟
を
録
補
す
る
な
ど
、
厚
い
優
遇
措
置
が
施
さ
れ
た
。
劉
文
質
も
、
列
伝
に
「
以
簡
穆
親
又
父
死
事
故
、
前

　
後
場
与
異
諸
将
」
と
あ
る
如
く
、
外
戚
に
加
え
て
死
事
臣
の
子
弟
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
以
て
、
厚
遇
を
受
け
た
と
い
う
。
か
か
る
優
遇
措
置
に
よ

　
り
起
家
し
た
官
僚
は
、
自
ず
と
そ
の
恩
沢
に
報
い
る
べ
く
他
の
官
僚
を
凌
ぐ
忠
誠
心
を
抱
く
に
至
っ
た
で
あ
ろ
う
。

�
　
『
宋
史
』
巻
三
二
四
、
石
普
伝
。

㈲
　
『
宋
史
』
巻
二
九
〇
、
夏
守
賛
伝
。

叫
　
『
宋
史
』
巻
二
九
〇
、
楊
崇
勲
伝
。

�
　
『
末
史
』
巻
二
九
〇
、
夏
守
恩
伝
。

�
　
『
末
史
』
巻
三
二
四
、
劉
文
責
伝
に
、
‐
1
文
責
幼
、
従
母
人
禁
中
」
と
あ
っ
て
、
劉
文
責
も
父
、
審
埼
の
殉
職
の
後
に
、
母
、
清
河
郡
太
夫
人
張

　
氏
に
従
っ
て
、
内
廷
に
出
入
し
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

如
　
『
宋
史
』
巻
二
八
九
、
高
僧
伝
。

　
史
　
学
　
論
　
叢
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
二
三



　
寄
班
祗
候
考
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
三
四

細
　
『
末
史
』
巻
三
二
四
、
石
普
伝
。

細
　
『
末
史
』
巻
二
七
九
、
吠
全
紙
伝
。

細
　
『
末
史
』
巻
二
七
九
、
張
凝
伝
。

細
　
『
長
編
』
巻
九
八
、
乾
興
元
年
六
月
庚
申
の
条
。

細
　
『
末
史
』
巻
四
六
八
、
雷
允
恭
伝
。

匈
　
註
細

細
　
佐
伯
富
「
末
代
走
馬
承
受
の
研
究
１
君
主
独
裁
権
研
究
の
一
畝
了
」
（
『
東
方
学
報
』
〈
京
都
〉
九
、
一
九
三
八
）
。
走
馬
承
受
公
事
は
北
末
末
に

　
は
東
南
諸
路
に
も
設
置
さ
れ
、
民
政
も
監
察
す
る
ま
で
に
権
限
が
拡
大
さ
れ
た
と
い
う
。
後
述
の
劉
文
質
が
両
断
走
馬
承
受
公
事
に
任
ぜ
ら
れ
た
Ｉ

　
件
は
、
こ
れ
の
比
較
的
早
い
事
例
と
い
え
よ
う
。

細
　
『
末
史
』
巻
四
四
六
、
康
保
裔
伝
に
。

　
　
　
　
（
康
保
裔
）
侍
衛
馬
軍
都
虞
候
、
領
涼
州
観
察
使
・
：
真
宗
即
位
…
高
陽
関
都
部
署
。
契
丹
兵
大
入
・
：
保
裔
選
精
鋭
赴
之
…
遂
没
焉
。
時
車
駕
駐

　
　
　
大
名
、
聞
之
震
悼
。
廃
朝
二
日
。

　
と
あ
り
、
高
陽
関
路
の
都
部
署
す
な
わ
ち
総
司
命
官
、
康
保
裔
が
契
丹
の
入
冦
を
阻
止
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
戦
死
し
た
こ
と
、
お
よ
び
そ
の
敗
死

　
が
大
名
に
駐
。
疎
中
の
真
宗
以
下
に
大
き
な
衝
撃
を
与
え
た
こ
と
な
ど
を
伝
え
て
い
る
。
契
丹
防
衛
最
前
線
の
軍
事
動
向
だ
け
に
、
重
大
な
関
心
が
払

　
わ
れ
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。
夏
守
賛
の
任
務
の
重
要
性
が
窺
わ
れ
る
。

�
　
『
末
史
』
巻
三
二
四
、
劉
文
質
伝
。

�
　
『
末
史
』
巻
二
九
〇
、
夏
守
賛
伝
。

叫
　
『
末
史
』
巻
二
九
〇
、
楊
崇
勲
伝
。
場
崇
勲
の
場
合
は
、
王
均
の
乱
の
征
討
軍
に
添
差
さ
れ
た
走
馬
承
受
公
事
で
あ
ろ
う
。



　
匈
　
『
宋
史
』
巻
四
六
三
、
劉
承
受
伝
。
劉
承
宗
の
こ
の
差
遣
は
供
奉
官
の
時
の
こ
と
で
あ
る
。
列
伝
に
よ
れ
ば
、
　
「
殿
直
・
寄
班
藪
蚊
、
咸
平
初
、

　
　
転
供
奉
官
」
と
あ
る
が
、
供
奉
官
に
転
じ
た
後
も
寄
班
藪
蚊
は
引
き
続
き
兼
帯
し
て
い
た
も
の
と
考
え
る
。
そ
の
後
、
開
門
祗
候
を
授
け
ら
れ
る
が
、

　
　
こ
の
時
点
で
内
侍
省
か
ら
開
門
に
転
出
し
、
寄
班
を
離
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。

　
叫
　
通
常
、
広
く
三
班
使
臣
と
内
侍
の
中
か
ら
選
任
さ
れ
た
。
（
『
宋
会
要
』
職
官
四
て
走
馬
承
受
公
事
）

　
呻
　
『
宋
史
』
巻
三
二
六
、
張
昭
遠
伝

　
帥
　
『
宋
史
』
巻
四
七
〇
、
曽
緊
伝
。

　
匈
筆
者
は
、
寄
班
祗
候
の
か
か
る
特
質
を
、
寄
班
全
体
に
押
し
広
げ
て
諭
ず
る
こ
と
が
で
き
ま
い
か
と
考
え
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
の
点
を
論
証
す

　
　
る
に
は
、
寄
班
祗
候
以
外
の
寄
班
官
の
就
任
者
に
関
す
る
史
料
が
余
り
に
も
少
な
す
ぎ
る
。
管
見
の
限
り
で
は
あ
る
が
、
唯
一
例
そ
の
様
な
傾
向
を

　
　
窺
わ
せ
る
事
例
が
あ
る
の
で
、
挙
げ
て
み
よ
う
。

　
　
『
河
南
先
生
文
集
』
巻
一
四
、
銀
青
光
禄
大
夫
張
公
墓
誌
銘
に
、

　
　
　
　
父
延
紙
、
国
初
以
材
武
積
功
、
為
棒
日
左
廂
都
指
揮
使
・
富
州
団
練
使
・
：
公
（
張
顕
忠
）
幼
明
慧
、
語
言
拝
起
、
如
成
人
。
七
歳
得
見
、
太
宗

　
　
　
　
皇
帝
留
邸
。
及
即
位
、
給
事
殿
省
。
補
殿
直
・
供
奉
官
、
皆
以
寄
班
冠
其
官
称
。

　
　
と
あ
り
ヽ
張
顕
忠
は
七
歳
に
し
て
太
宗
の
潜
竜
邸
に
仕
え
、
太
宗
即
位
後
、
寄
班
殿
直
・
供
奉
官
に
補
せ
ら
れ
た
と
い
う
。
禁
軍
将
校
を
父
に
も
つ

　
　
彼
が
’
￥
官
で
あ
っ
た
と
は
ま
ず
考
え
ら
れ
な
い
こ
と
ヽ
ま
た
幼
少
よ
り
潜
竜
邸
に
仕
え
、
皇
帝
即
位
後
、
寄
班
に
取
り
立
て
ら
れ
た
こ
と
な
ど
を

　
　
勘
案
す
る
と
、
彼
の
中
に
も
寄
班
祗
候
就
任
者
と
同
じ
特
質
を
指
摘
で
き
そ
う
で
あ
る
。
た
だ
、
今
の
と
こ
ろ
比
較
検
討
す
べ
き
他
の
事
例
を
検
出

　
　
し
得
て
い
な
い
の
で
、
か
か
る
寄
班
全
体
を
睨
ん
だ
考
察
は
後
日
に
譲
る
こ
と
に
す
る
。

（
付
記
）
　
小
論
は
、
一
九
八
八
年
度
別
府
大
学
短
期
大
学
部
学
術
研
究
助
成
費
に
よ
る
内
地
研
修
の
成
果
の
一
部
で
あ
る
。
こ
こ
に
付
記
し
、
か
か
る

　
高
配
に
対
し
厚
く
感
謝
す
る
次
第
で
あ
る
。

　
　
史
　
学
　
論
　
叢
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
三
五
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